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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 2月17日　生活習慣改善プログラムの講習が、3階会議室であります。室長がその日の勤務から何名かずつ選出します。

· ５階にあるディスポ製品の管理者　谷藤、松沢看護師です。（発注は今まで通りです。）

· 2月１１日深夜、ロッカー室にバルサンを噴霧します。鍵は開けて、貴重品は持ち帰って下さい。鍵がかかっていると庶務室で開けます。

· 現在、マットレスにて休まれてる方は、今後、感染予防もためにも、すのこベット使用していきます。

· 回覧は必ず「ｗiz」でして下さい。

· 病院内の研修終了者にカードを発行予定です。

研修内容⇒・ローテ研修　・リーダー研修　・レントゲン、ＣＴ

・生活習慣改善プログラム　　・外来、薬局業務

・通信基礎コース、上級コース、指導者養成コース

・痴呆研修　・デイケア研修　・アルコール（指定のものに限る）

　・IＣＳ（４病院協会　県医師会）　・事故対策　・接遇インストラクター

・ＣＰＲ　・褥瘡　・危機介入（ＣＰI）

　　　　　終了項目があれば、現時点で把握したいので鳥谷部主任代行まで申し出てください。

· 感染対策委員会から

疥癬についての詳細なマニュアルが病棟にあります。各自見て、正い知識、感染拡大防止に努めましょう。

＜皮膚科診察にて＞

· 中川原　清美様・・・現在、疥癬疑いにて処置中です。軽減傾向が見られる為、今後も現在　

　　　　　　　　　　　　　　　の処置を継続して下さい。処置開始から1ヶ月がめどとの事です。（現在　２週間経過。）　　　　　

他、新たな感染者はありませんでした。今後も、感染拡大防止に努め、協力し処置等行なって行きましょう。また、患者様の皮膚状態の観察も継続です。

· 沼沢　ミヤ様・・・両下肢の掻痒感訴えある為、臨時薬処方となっています。

1週間後の診察宜しくお願いします。

＜内科診察にて＞

· 南　市三郎様・・・水様便が見られています。下剤が処方になってるため調整して下さいと

　　　　　　　　　　　　　　の事です。高熱は見られなくなってます。今後も、一般状態の観察、褥瘡予防等に努めましょう。

　

＜褥瘡評価・検討＞

· 北山　和子様…先月家族の方より、補助食品の許可を頂き、採血データより亜鉛の数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　値が低い為、栄養管理室へ補助食品の検討を依頼中です。又、ストッキングも家族へ依頼し、面会時、持ってきて頂く予定となっています。現在、トイレ誘導実施し、失禁は軽減しているようですが、排尿後の清拭を継続していきましょう。精神症状悪化傾向の為、食事量継続して観察し、保清に努めていきましょう。

・　橋本　万様…現在トイレ誘導をしていますが、両下肢へ力が入らず、全介助を要している状態です。介助時は、スタッフ2名にて対応して下さい。失禁対策として継続していきましょう。又、長時間の座位は避け、1時間に一回は座位保持するよう協力お願いします。

・　南　市三郎様…左踵部、壊死している様子です。足背には浮腫ある為、新たな発生を防いでいきましょう。体位変換、全身清拭・足浴後のラップ療法の継続をしていきましょう。オムツ使用時は、パットは避け、カバーのみか、フラットのオムツを使用していきましょう。

※現在3名褥瘡発生者がいますが、今後発生しないように、好発部位の観察、圧迫・摩擦

　とずれ予防、保清に努めていきましょう。今後も協力していきましょう。

